
いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき

2
6
14
20

４月１日から水道料金・
下水道使用料金が統一されます
国東市学校教育審議会が答申
まちの話題
くらしの情報コーナー

2
6
14
20

４月１日から水道料金・
下水道使用料金が統一されます
国東市学校教育審議会が答申
まちの話題
くらしの情報コーナー

１月30日（金）伊美小学校の５年生16人が、国見町伊美の介護老人
保健施設大樹で「白浪五人男」を披露しました。五人男役を演じる５
人の女子児童のセリフが決まり、見得を切るたびに、会場から盛大な
拍手が送られました。

伊美小学校５年生が「白浪五人男」を熱演伊美小学校５年生が「白浪五人男」を熱演

白浪五人“娘”？白浪五人“娘”？

市報市報 KU
NISAKIKU
NISAKI

Number 035 2 2009 FebruaryNumber 035 2 2009 February
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●
水
道
料
金
統
一
の
背
景

　

現
在
、
国
東
市
に
は
簡
易
水
道
11
、

飲
料
水
供
給
施
設
１
の
計
12
の
水
道
事

業
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
料
金
に
つ
い
て

は
、
合
併
協
議
の
中
で
、
合
併
後
当
分

の
間
は
旧
町
ご
と
の
現
行
料
金
体
系
を

引
き
継
ぐ
も
の
と
し
事
業
経
営
を
行

い
、
料
金
の
統
一
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
水
道
料
金
の
統
一
に

つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
水
道
料
金
等

審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
そ
の
内
容

に
沿
っ
た
形
で
同
年
市
議
会
12
月
定
例

会
で
可
決
を
い
た
だ
き
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
料

金
格
差
を
是
正
し
、
市
内
の
ど
の
地
域

で
も
、
水
道
料
金
を
同
一
の
も
の
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
新
料
金
設
定
の
考
え
方

　

今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
り「
安
全

な
水
の
供
給
」
と「
需
要
者
負
担
の
公

平
性
」は
も
と
よ
り
、「
安
定
し
た
水
道

シ
ス
テ
ム
の
確
立
」に
必
要
な
投
資
と

維
持
管
理
を
継
続
す
る
た
め
に
現
状
の

給
水
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
も
目
的
と

し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
旧
国
見
町
、
旧
国
東
町
、

旧
安
岐
町
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

改
定
に
伴
い
急
激
な
料
金
引
上
げ
と
な

る
こ
と
か
ら
経
過
措
置
と
し
て
１
年
間

は
別
表
１
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
22
年
４
月
使
用
分（
５

月
請
求
分
）か
ら
は
、
別
表
２
の
と
お

り
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
旧
武
蔵
町
の
み

違
っ
て
い
た
料
金
体
系
も
、旧
国
見
町
、

旧
国
東
町
、
旧
安
岐
町
の
料
金
体
系
を

も
と
に
統
一
し
ま
し
た
。

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
金
が
統
一
さ
れ
ま
す

４
月
１
日
か
ら

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
金
が
統
一
さ
れ
ま
す

　

現
在
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
旧
町
ご
と
の
料
金
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
料
金
を
統
一
す
る
た
め
の
新
料
金
が
、
昨
年
の
市
議
会
12
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
使
用
分（
５
月
請
求
分
）
か
ら
新
料
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。（
水
道
料
金
改
定
は
、
１
年
間
の
経
過
措
置
を
行
い
ま
す
）

 

■
水
道
料
金
改
定



水道料金

■新水道料金表 《経過措置１年間の新水道料金表》
平成21年4月使用分（5月請求分）から平成22年3月使用分（4月請求分）まで

経過措置1年間の改定料金 （税込み）

基本料金（１箇月につき）
区　　分

旧国見町

旧国東町

旧武蔵町

旧安岐町

種　　別 超過料金（１㎥につき）

専用・共用

臨　時　用

一般用・営業用 使用水量8㎥まで 890円

315円

315円

315円

315円

145円

145円

135円

130円

1,025円

1,050円

1,030円

使用水量１㎥につき

使用水量8㎥まで

使用水量１㎥につき

使用水量8㎥まで

使用水量１㎥につき

使用水量8㎥まで

使用水量１㎥につき

専用・共用

臨　時　用

一般用・営業用

専用・共用

臨　時　用

一般用・営業用

専用・共用

臨　時　用

一般用・営業用

料　金

用　途 水　　量 料　　金

（別表1）

■新水道料金表
平成22年4月使用分（5月請求分）から

改　　定　　料　　金 （税込み）

新旧料金比較表［単位：円（税込み）］

基本料金（１箇月につき）
区　　分 種　　別 超過料金（１㎥につき）

専用・共用

臨　時　用

一般用・営業用 使用水量8㎥まで 1,050円

315円

145円

使用水量１㎥につき

料　金

用　途 水　　量 料　　金

（別表2）

旧国見町
旧国東町
旧武蔵町
旧安岐町

◎国東市の一般家庭の平均使用量（20㎥/月）での新料金と旧料金とを比較するとグラフのようになります。

（別表2）の新水道料金表　平成22年4月使用分（5月請求分）の新旧料金比較
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 旧国見町 旧国東町 旧武蔵町 旧安岐町 新料金
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上
下
水
道
課
で
は
、水
道

水
の
安
全
確
認
の
た
め
、水

道
法
に
基
づ
き
、毎
月
定
期

的
な
水
質
検
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

水
道
法
の
施
行
規
則
で

は
、新
年
度
に
実
施
す
る
水

質
検
査
内
容
に
つ
い
て「
水

質
検
査
計
画
」を
作
成
し
、需

要
者
へ
公
表
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、上
下
水
道

課
で
は「
平
成
21
年
度
水
質

検
査
計
画
」を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。

　

閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、

上
下
水
道
課
及
び
各
総
合
支

所
地
域
建
設
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※

閲
覧
は
、３
月
２
日
(月)
か

ら
と
な
り
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課
水
道
係　

　

０
９
７
８（
７
２
）５
１
９
７

水
質
検
査
計
画
の

　
　

公
表
に
つ
い
て

水
質
検
査
計
画
の

　
　

公
表
に
つ
い
て

�

●
下
水
道
料
金
統
一
の
背
景

　

現
在
、
下
水
道
事
業
に
お
い
て
国
東

市
に
は
旧
町
単
位
の
公
共
下
水
道
事
業

４
処
理
区
及
び
旧
安
岐
町
朝
来
地
区
の

農
業
集
落
排
水
事
業
の
１
処
理
区
で
構

成
さ
れ
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
下
水
道
使
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
水
道
料
金
と
同
様
に
合
併
協
議
に

よ
り
、
合
併
後
当
分
の
間
は
旧
町
ご
と

の
現
行
料
金
体
系
を
引
き
継
ぐ
も
の
と

し
、
料
金
の
統
一
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

現
在
、
下
水
道
の
役
割
は
、
市
民
が

健
康
で
快
適
な
生
活
を
営
ん
で
い
く
た

め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で

あ
り
、
生
活
習
慣
の
変
容
、
企
業
立
地

に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
の
中
で
一
層

果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
下
水
道
使
用
料
の
統

一
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
水
道
料

金
等
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
そ
の

内
容
に
沿
っ
た
形
で
同
年
市
議
会
12
月

定
例
会
で
可
決
を
い
た
だ
き
、
各
地
域

住
民
が
負
担
す
る
下
水
道
使
用
料
金
の

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
水
道
料

金
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
料
金
格
差

を
是
正
し
、
市
内
の
ど
の
地
域
で
も
、

下
水
道
使
用
料
金
を
同
一
の
も
の
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
新
料
金
設
定
の
考
え
方

　

今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
り「
下
水

道
使
用
者
の
料
金
の
公
平
性
」と「
水

道
未
普
及
地
域
へ
の
配
慮（
料
金
の
均

衡
）」は
も
と
よ
り
、
今
後
の
下
水
道
の

経
営
健
全
化
等
を
考
慮
し
、
必
要
な
投

資
と
維
持
管
理
を
継
続
す
る
た
め
に
現

状
の
料
金
収
益
を
確
保
し
、
ま
ず
は
統

一
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
旧
町
に
よ
っ
て

違
っ
て
い
た
料
金
体
系
も
、
個
人
・
事

業
所
系
に
幅
広
く
対
応
で
き
、
水
量
設

定
が
可
能
で
あ
り
、
都
市
部
並
び
に
下

水
道
普
及
地
域
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る（
旧
国
見
町
・
旧
国
東
町
・
旧
武
蔵
町
）

料
金
体
系
と
し
て「
従
量
制（
従
量
料
金

制
）」に
統
一
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
基

本
料
金
と
従
量
料
金（
使
用
量
に
応
じ

た
料
金
）か
ら
な
り
、
例
え
ば
、
水
道

使
用
の
場
合
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用

量
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
段
階
的
に
料
金

単
価
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
下
水

施
設
の
建
設
や
施
設
の
維
持
管
理
に
は

大
き
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
た

め
汚
水
を
た
く
さ
ん
流
す
人
ほ
ど
応
分

の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の

で
す
。

●
料
金
体
系
に
つ
い
て

従
量
料
金
と
は
・
・
・
・
・

　

使
用
量
に
応
じ
て
、
段
階
的
に
料
金

を
設
定
し
ま
す
。
使
用
量
が
多
く
な
る

ほ
ど
料
金
単
価
が
高
く
な
り
ま
す
。

（
別
表
３
）

人
頭
割
り
と
は
・
・
・
・
・

　

人
頭
割
り
は
、
水
道
未
普
及
地
域
で

水
道
水
以
外（
井
戸
水
等
）の
水
を
使
用

し
た
汚
水
の
使
用
量
計
量
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
市
内
で
は
、
公
共
下
水
国
見

処
理
区
、
農
業
集
落
排
水
安
岐
朝
来
地

区
に
は
簡
易
水
道
等
が
な
い
た
め
従
来

よ
り
採
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
以
下
に
つ
い
て
は
、
統
一

後
も
引
き
続
き
採
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

（1）
水
道
水
以
外
（
地
下
水
・
井
戸
水
）

の
み
使
用
す
る
場
合
、
現
行
一
人
当

た
り
６
㎥
で
計
量
し
、
世
帯
人
数
で

乗
じ
た
量
で
算
定
し
ま
す
。

（2）
水
道
水
と
地
下
水
・
井
戸
水
の
併
用

し
て
い
る
場
合
、
現
行
、
水
道
水
は

メ
ー
タ
ー
で
計
量
し
、
地
下
水
は
一

人
当
た
り
３
㎥
で
計
量
し
、
こ
の
２

つ
を
加
算
す
る
こ
と
で
使
用
料
を

計
算
し
ま
す
。　

 
■
下
水
道
料
金
改
定



下水道料金

■新下水道料金表（別表3）
平成21年4月使用分（5月請求分）から

改　　定　　料　　金 （税込み）

汚　　水　　量区　　分

旧国見町

旧国東町

旧武蔵町

旧安岐町

種　　別 金　　額

一般汚水

公衆浴場汚水

地下水のみ

水道と地下水
の併用

水　道

地下水

従量割制

基本料金 8㎥まで

8㎥を超え30㎥まで

30㎥を超え50㎥まで

50㎥を超え70㎥まで

70㎥を超え100㎥まで

100㎥を超える部分

1人につき6㎥/人で算定

上水使用量＋地下水（１人につき3㎥/人で算定）

1,050円

135円

140円

150円

160円

175円

30円

区　　分

*ただし、旧国見町については、20㎥÷6㎥/人＝3.3人で計算している。

新旧料金比較表（単位：円（税込み））

◎国東市の一般家庭等（事業所含）の平均使用量（20㎥/月）（水道使用）での新料金と旧料金とを比較すると
　グラフのようになります。

（別表2）の新水道料金表　平成22年4月使用分（5月請求分）の新旧料金比較
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4,000
3,460

2,480

3,060

2,560 2,670

 旧国見町 旧国東町 旧武蔵町 旧安岐町 新料金

問い合わせ

 上下水道課 0978－72－5197
国見総合支所 地域建設課 0978－82－1114

武蔵総合支所 地域建設課 0978－68－1971
安岐総合支所 地域建設課 0978－67－1119

＊ 計算例（水道）
 水道使用量　20㎥の時

 20－8=12

 12㎥×135円＝1,620円

 1,050＋1,620=2,670円

＊ 計算例（地下水）

　 地下水　4名×6㎥=24㎥の時

　 24－8=16

　 16㎥×135円＝2,160円

　 1,050＋2,160=3,210円

＊ 計算例（水道と地下水の併用）
　 水道使用量　18㎥ 
　 地下水　2名×3㎥=6㎥の時
　 18＋6=24
　 24－8=16
　 16㎥×135円＝2,160円
　 1,050＋2,160=3,210円

1㎥当たり

� �009.�



△稙田委員長（左）に答申書を手渡す足立会長

�

　

昨
年
の
２
月
21
日
に
国
東
市
教
育
委

員
会
か
ら「
国
東
市
長
期
学
校
教
育
環
境

整
備
に
つ
い
て
」
諮
問
を
受
け
て
い
た
、

国
東
市
学
校
教
育
審
議
会（
足
立
和
久
会

長
・
14
人
）が
、
12
月
22
日
、
稙
田
和
彦

市
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
に
答
申
し

ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
児
童
数
が
減
少
し
て

い
る
国
東
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、
学
校

の
小
規
模
化
が
も
た
ら
す
学
校
教
育
へ

の
影
響
等
を
検
討
し
、
小
学
校
の
教
育

効
果
の
向
上
や
教
育
環
境
の
整
備
を
図

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
学
校
の
適
正

規
模
、
適
正
配
置
に
つ
い
て
審
議
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
現
存
す
る
学
校
を
統
合

等
に
よ
り
見
直
す
こ
と
は
、
極
め
て
困

難
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
が
、

学
校
本
来
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る

新
た
な
学
校
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、（注）
過

小
規
模
校
を
解
消
し
、
適
正
な
学
校
規

模
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

に
適
正
配
置
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
等
の
関
係
者

の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
ま
た
、
関
係

者
の
意
見
を
参
考
に
し
、
学
校
現
場
や

地
域
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を
検

討
し
、
学
校
教
育
環
境
整
備
総
合
計
画

書
に
盛
り
込
む
な
ど
、
具
体
化
に
向
け

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（注）
複
式
学
級
の
あ
る
学
校（
５
学
級
以
下
）

　

少
子
化
・
過
疎
化
が
進
行
す
る
な
か
、

本
市
に
お
い
て
も
児
童
数
の
減
少
は
今

後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
、
過
小
規
模
校

が
学
校
運
営
や
教
育
に
与
え
る
影
響
は

大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
国
東
市
の
学
校
規
模
の
現
状

　

市
の
合
併
時
、
小
学
校
は
18
校
設
置

さ
れ
、
児
童
数
は
１
、７
６
８
人
で
あ
っ

た
。
平
成
20
年
４
月
１
日
に
、
安
岐
町

の
４
小
学
校（
西
武
蔵
小
学
校
、
朝
来
小

学
校
、
西
安
岐
小
学
校
、
南
安
岐
小
学

校
）が
統
合
し
、
安
岐
中
央
小
学
校
が
新

設
さ
れ
た
。
こ
の
統
合
に
よ
っ
て
小
学
校

15
校
と
な
り
、
１
、６
５
０
人
の
児
童
が

市
内
小
学
校
に
通
っ
て
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
平
成
25
年
に
は
１
、２
９
８
人
に
減

少
し
、
現
在
よ
り
約
２
割
の
減
に
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
市
立
小
学
校
の
児
童
数
の
減

少
に
伴
っ
て
学
級
数
の
減
少
も
進
み
、

本
市
小
学
校
規
模
は
、
１
校
当
た
り
平

均
児
童
数
及
び
学
級
数
が
１
１
０
人
、

６
・
０
６
学
級（
平
成
20
年
４
月
８
日
現

在
）
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
１
学
年
１
学

級
が
維
持
で
き
な
い
６
学
級
未
満
の
学

校
は
15
校
中
８
校
あ
り
、
複
式
学
級
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
複
式
学
級

が
２
学
級
以
上
あ
る
小
学
校
は
５
校
も

あ
る
の
が
国
東
市
の
現
状
で
あ
る
。

　

小
学
校
の
適
正
規
模
は
、
教
育
活
動
、

児
童
の
指
導
上
、
学
校
運
営
上
な
ど
の

観
点
か
ら
、
児
童
の
教
育
環
境
を
更
に

向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
少
な
く
と

も
最
低
１
学
年
１
学
級
以
上
を
構
成
で

き
る
学
校
規
模
が
必
要
で
あ
り
、
小
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
し
て
は

次
の
と
お
り
の
結
論
に
達
し
た
。

（1）
小
学
校
全
校
児
童
数
50
名
を
割
り
込

む
学
校
に
つ
い
て
は
統
合
の
検
討
を
開

始
し
、
複
式
学
級
の
解
消
を
図
る
も
の

と
す
る
。

（2）
小
学
校
全
校
児
童
数
30
名
程
度
の
学

校
に
つ
い
て
は
児
童
間
の
切
磋
琢
磨
が

出
来
る
教
育
環
境
が
困
難
と
な
る
た
め
、

積
極
的
に
統
合
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

な
お
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
４
月
１
日
に
、
国
東
町
内
の
４
校

が
統
合
し
、「
国
東
中
学
校
」と
し
て
開

校
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
で
各
町
に
１
校

の
中
学
校
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

学
校
間
の
距
離
、
地
域
事
情
を
踏
ま
え

て
ほ
ぼ
適
正
な
配
置
に
な
っ
た
と
判
断

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
施
設
に
つ
い
て
も「
国
東
中
学

校
」の
耐
震
補
強
工
事
や
大
規
模
改
修
工

事
が
終
了
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
中
学
校

で
教
育
施
設
が
整
う
こ
と
に
な
る
。

 

学
校
教
育
審
議
会
の
答
申
（
抜
粋
）

学
校
規
模
の
現
状
と
課
題

小
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置

国東市学校教育
審議会が
答申

国東市学校教育
審議会が
答申
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【
付
帯
意
見
】

　

今
後
の
取
り
決
め
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
項
目
に
つ
い
て
特
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

①
児
童
数
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
減
少

で
は
な
く
、
数
年
の
動
向
を
見
な
が
ら
慎

重
に
検
討
に
は
い
る
こ
と
。

②
学
校
配
置
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
条
件
が

通
学
距
離
で
あ
る
が
、
本
答
申
で
は
学

校
の
適
正
規
模
を
優
先
し
た
こ
と
か
ら
、

従
来
よ
り
も
遠
距
離
通
学
と
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。児
童
の
通
学
時
の
安
全
・

安
心
に
関
し
十
分
協
議
を
す
る
こ
と
。

③
適
正
配
置
に
お
け
る
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
は
、
災
害
な
ど
に
対
応
で
き
る
耐
震

補
強
等
を
含
む
施
設
整
備
等
も
十
分
考

慮
し
、
今
後
中
核
と
な
る
小
学
校
を
基

準
に
検
討
を
図
る
こ
と
。

④
右
記
（1）
・
（2）
に
該
当
す
る
学
校
名
に
つ

い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
当

審
議
会
は
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ

い
て
の
考
え
方
、
方
向
性
を
示
す
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
教
育
行
政
に
生
か
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

◆
上
国
崎
小
学
校
の
統
合

　

本
審
議
会
は
、
こ
の
喫
緊
の
課
題
で
あ

る「
上
国
崎
小
学
校
の
統
合
」に
つ
い
て
、

平
成
20
年
３
月
31
日
に
中
間
答
申
と
し

て
、
国
東
市
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

に
提
出
し
た
。

◆
中
間
答
申
の
要
旨

　

極
小
規
模
校
で
あ
る「
上
国
崎
小
学

校
」は
、
学
校
規
模
と
し
て
条
件
や
望
ま

し
い
教
育
環
境
を
満
た
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
が
た
く
、
市
内
均
一
の
教
育
水
準
の

確
保
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
早
い
時

期
に
国
東
小
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
に

よ
り
、
複
式
学
級
を
解
消
し
て
教
育
効

果
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
の
永
年
に
わ
た
る
支
援
を
受
け
て

学
校
運
営
を
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
た
経
緯
を

尊
重
し
、
地
域
住
民
、
保
護
者
の
意
見

を
十
分
聴
き
な
が
ら
、
児
童
の
通
学
面
に

不
安
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

（
上
国
崎
小
学
校
は
、
今
年
４
月
１
日
に

国
東
小
学
校
と
統
合
）

◆
国
東
町
内
の
豊
崎
・
富
来
・
旭
日

　

幼
稚
園
に
つ
い
て

　

国
東
町
の
現
状
と
し
て
、
私
立
の
保
育

園
が
多
い
こ
と
も
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
全
国
的
な

園
児
数
の
動
向
と
し
て
、
保
育
園
は
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
幼
稚
園
で
は
園
児
数

が
減
り
続
け
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
ど

う
し
て
も
保
育
園
に
流
れ
が
ち
で
あ
る
。

　

ま
た
、
園
児
数
の
減
少
に
よ
り
、
市
立

と
私
立
と
の
す
み
分
け
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
市
立
の
役
割
を
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
の
園

児
数
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、

幼
稚
園
の
ニ
ー
ズ
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
金
銭
的
な
理
由
や
通

園
距
離
な
ど
か
ら
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る

現
実
が
あ
る
。
ま
た
就
学
前
の
幼
児
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
幼
稚
園
教

育
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
小
学

校
の
適
正
規
模
の
項
で
も
ふ
れ
た
よ
う

に
、
教
育
活
動
、
園
児
の
指
導
、
幼
稚
園

の
運
営
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
あ
る
程
度

の
人
数
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
役
割
に
つ
い
て
調

査
し
検
討
し
た
結
果
、
豊
崎
・
富
来
・
旭

日
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
の

結
論
に
達
し
た
。

（1）「
市
立
富
来
幼
稚
園
」
と「
市
立
大
恩
こ

ど
も
館
」を
幼
保
一
元
化
に
向
け
て
統
合

を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（2）「
市
立
豊
崎
幼
稚
園
」
と「
市
立
オ
レ
ン

ジ
保
育
所
」を
幼
保
一
元
化
に
向
け
て
統

合
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

【
付
帯
意
見
】

　

今
後
の
取
り
決
め
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
項
目
に
つ
い
て
特
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

（1）
・
（2）
に
つ
い
て
、
少
子
化
の
進
行
、
育

児
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
伴
っ
て
生
じ
て

い
る
幼
稚
園
と
保
育
所
の
抱
え
る
問
題

点
を
解
決
す
る
べ
く
、
幼
保
一
元
化
に
向

け
た
別
の
機
関
を
組
織
し
、
こ
の
問
題
を

十
分
協
議
を
す
る
こ
と
。
併
せ
て
入
園

資
格
に
つ
い
て
も
同
様
に
調
査
を
行
い
、

検
討
を
図
る
こ
と
。

※
答
申
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（U
RL:http://w

eb.city.kunisaki.oita.jp/

）

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

０
９
７
８

－

７
３

－

０
０
６
６

国東市立小学校児童推計表（全校人数）
平成20年４月８日現在（単位：人）

竹 田 津

伊 美

熊 毛

来 浦

富 来

大 恩

上 国 崎

豊 崎

国 東

小 原

旭 日

武 蔵 東

武 蔵 西

安岐中央

安 岐

小学校計

46

104

44

29

120

25

10

26

300

72

68

261

62

264

285

1,716

43

102

53

28

124

26

7

24

279

63

65

244

56

264

272

1,650

46

98

50

33

114

22

5

27

255

66

69

223

49

233

266

1,556

45

97

56

34

111

17

7

27

235

62

66

207

43

214

253

1,474

37

99

53

26

98

15

5

28

220

59

63

212

37

210

239

1,401

35

98

46

28

90

10

5

26

210

64

64

197

38

201

233

1.345

36

92

42

25

84

9

6

23

197

66

59

193

31

203

232

1,298

学校名 H19
年度

H20
年度

H21
年度

H22
年度

H23
年度

H24
年度

H25
年度

過
小
規
模
校

（園）
に
対
す
る
対
応
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平
成
21
年
度
市
県
民
税(

国
民
健
康
保
険
税
・

長
寿
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料)
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
国
東
市
に
住
ん

で
い
る
方
を
対
象
に
、
平
成
20
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
と
市
県
民
税
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

会
場
と
時
間
な
ど
の
日
程
を
本
庁
お
よ
び
、
各
支
所

ご
と
に
表
に
し
ま
し
た
の
で
確
認
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
告
会
場
で
申
告
期
限
内
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
21
年
度（
20
年
分
）の
市
県
民
税（
国
民
健
康
保

険
税
・
長
寿
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
）申
告
の
納
税

相
談
及
び
申
告
受
付
を
２
月
16
日

（月）
か
ら
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。左
記
に
、市
県
民
税
の
申
告
が「
不
要
な
方
」

と「
必
要
な
方
」
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
配
布

さ
れ
た
申
告
書
で
、
申
告
期
限
内
に
申
告
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
県
民
税
申
告
書
は
、
区
長
文
書
で
各
戸
１
枚
の
配

布
で
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
同
様
、
氏
名
等
は
記

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
願
い
ま
す
。

〔
市
県
民
税
の
申
告
が
不
要
な
方
〕

（1）　

３
月
16
日

（月）
ま
で
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
。

（2）　

給
与
所
得
者（
年
末
調
整
済
）で
、
給
与
所
得
以

外
に
所
得
が
な
く
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書（
源
泉
徴
収
票
）が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
。

〔
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
〕

（1）　

給
与
所
得
者
で
、
農
業
所
得
等
の
給
与
以
外
の

収
入
が
あ
る
方
。

（2）　

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
。

（3）　

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
。

（4）　

国
民
健
康
保
険
、
長
寿
医
療
保
険
、
介
護
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
。

（5）　

市
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
。

※
申
告
会
場
と
日
程
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
県
民
税
申
告
書
の
裏
面
に
、
申
告
に
際
し
て
の
注
意

事
項
等
を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
控
除
額
等
の
詳
細
が

必
要
な
方
や
申
告
に
つ
い
て
の
相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
本
庁
税
務
課
市
民
税
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域

総
務
課
税
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
の
際
の
注
意
点

介
護
保
険
に
お
け
る
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

本
庁
・
総
合
支
所
の
介
護
保
険
係
で
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

医
療
機
関
の
お
む
つ
使
用
証
明
書
と
お
む
つ
代
等
の
領

収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
む
つ
代
に
つ
い

て
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
場
合

は
、
本
庁
・
総
合
支
所
の
介
護
保
険
係
で
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。

◎
申
告
に
必
要
な
も
の

（1）　

印
鑑　

（2）　

20
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
、生
命
保
険（
個

人
年
金
）、
損
害
保
険
、
医
療
費
等
の
領
収
書
又

は
証
明
書

（3）　

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
又
は
事
業
主
か

ら
の
給
与
支
払
い
証
明
書

（4）　

営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
収
入
・
支
出
の

明
細
が
判
明
で
き
る
も
の

（5）　

本
人
又
は
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
が
障
害
者
、
戦

傷
病
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の（
障
害
者

手
帳
等
）

◎
農
業
所
得
の
申
告
の
仕
方

農
業
所
得
は
、
20
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
得
た
金

額（
個
人
販
売
や
家
事
消
費
を
含
む
）を
計
算
し
て
、
申

告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
の
方
法
は
、
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
所
得
金
額
を
算
出
す
る
収
支
計
算
で
す
。
そ
の

た
め
、
販
売（
出
荷
）伝
票
や
必
要
経
費
の
領
収
書
を
整

理
し
、
収
支
内
訳
書（
申
告
書
の
裏
面
）に
記
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
準
備
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

収
入
金
額
と
は

農
作
物（
水
稲
、
野
菜
、
果
樹
類
等
）を
農
協
や
青
果

市
場
に
出
荷
し
た
際
の
販
売
金
額
と
家
事
消
費
分
で
す
。

※
販
売
証
明
書
や
営
農
口
座
通
帳
等
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

必
要
経
費
と
は

農
作
物
を
育
て
る
た
め
や
出
荷
す
る
た
め
に
要
し
た

経
費
で
、
肥
料
・
農
薬
代
、
農
作
業
委
託
料
、
農
機
具

の
修
理
代
、
農
機
具
購
入
代
金
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

※
領
収
書
等
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民
税
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民
税
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

税
の
申
告
期
間
は
２
月
16
日
（月）
か
ら
３
月
16
日
（月）
ま
で



平成21年度（平成20年分）市県民税申告日程表

国東町内
日　時 区　名 相談会場
午前９時～
〃10時～
午後１時～
午前９時～
〃11時～
〃11時～
 午後１時～
午前９時～
午後１時～
〃 ３時～
午前９時～
午後１時～
午前９時～
午後１時～
〃 ３時～
午前９時～
〃10時～
午後１時～
〃 ３時～
午前９時～
〃10時～
午後１時～
午前９時～
〃10時～
午後１時～
〃 ３時～

山 　 吹
原

安 国 寺
北 　 江
尾 　 本
上   立
田 　 深
川   原
吉 　 木
新 　 栄
今 在 家
興 導 寺
小 　 原
黒   津
上 小 原
綱 　 井
下治郎丸
重 　 藤
上治郎丸
大 恩 寺
藁 　 蓑
富 　 来
岩 戸 寺
長 　 野
来   浦
中 　 村

浜   陽
奈 良 原
浜 　陰
寺   山
浦   手
浜   崎
松   原
深 　 江
堅 　 来
柳

塩 　 屋
岩 　 屋
行   入
赤 　 松
横   手
下 成 仏
中   田
成 　 仏
見 　 地

旭日地区
公 民 館

アストくにさき
アグリホール

浜 陰 公 民 館
（旧来浦地区公民館）

富 来 地 区
公 民 館

豊 崎 地 区
公 民 館

上 国 崎 地 区
公 民 館

富来区公民館

長野生活改善
セ ン タ ー

中村構造改善
セ ン タ ー

日　時 区　名 相談会場
午前９時～
〃10時～
午後１時～
午前９時～
〃10時～
午後１時～
〃 ３時～
午前９時～
〃10時～
午後１時～
〃 ３時～
午前９時～
〃10時～
午後１時～
〃 ３時～
午前９時～
〃10時～
午後１時～
〃 ３時～

２月16日（月） ２月25日（水）

３月３日（火）

３月４日（水）

３月５日（木）

３月６日（金）

①２月16日（月）～３月16日（月） 本庁舎前会議室
　※但し土・日曜日は除きます。

　※２月26日（木）、27日（金）の２日間は
　　本庁舎前会議室、税務課での申告相談は行いません。

②３月１日（日）と３月８日（日）　本庁舎前会議室

地区相談日に行けなかった方

（相談時間は、午前９時から午後４時までです。）

２月17日（火）

２月18日（水）

２月23日（月）

２月19日（木）

２月20日（金）

２月24日（火）

３月２日（月）
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市
報
く
に
さ
き
１
月
号
の
申
告
の
案
内
の
な
か
で「
申

告
書
記
入
要
領
」も
全
戸
配
布
す
る
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
申
告
書
記
入
要
領
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係
に

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

０
９
７
８

−

７
２

−

５
１
６
２

国
見
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

０
９
７
８

−

８
２

−

１
１
１
１

武
蔵
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

０
９
７
８

−

６
８

−

１
１
１
１

安
岐
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

０
９
７
８

−

６
７

−

１
１
１
１

別
府
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
出
張
申
告
相
談

日
時　

２
月
26
日

（木）
・
27
日

（金）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

場
所　

ア
ス
ト
く
に
さ
き　

ア
グ
リ
ホ
ー
ル

内
容　

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消

　
　
　
　

費
税
、
贈
与
税

・
別
府
税
務
署
で
の
申
告
相
談

日
時　

２
月
16
日

（月）
～
３
月
16
日

（月）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　

※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

場
所　

別
府
税
務
署
隣
の「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
別
府
ビ
ル
」

　
　
　

２
階
の
確
定
申
告
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

別
府
税
務
署

　
　

０
９
７
７

−

２
３

−

２
１
１
１



所得税の確定申告と市県民税申告の受付が始まります

月　日 地区名 相談会場 月　日 地区名 相談会場
西 方 寺

岡

浦 手

鬼 籠

櫛 海

赤 根

千 灯

野 田

新 涯

八坂団地

西 中

東 中

川 西

浜 中

本 城

池ノ内・花山団地

内 田・藤 本

古市下・古市上

糸 原 下

糸 原 上

南糸原・小城・向陽台

三井寺・志和利

諸田・中野・小俣

久末・弁分・矢川・天堤

両 子 ・ 富 永

恒 清 ・ 糸 永

塩屋第一・塩屋第二・下原港

下原上・下原中・下原下・大海田

上馬場・下馬場・向陽台・下原西

山浦・橋上・掛樋・油留木・成久・蔦巻

吉松本谷・吉松前谷・美濃辺・中園・沢掛

瀬戸田上・瀬戸田下・東小川・西小川

西本・山口・馬渡

大添・みかん山・下山口

上 櫛 来

下 櫛 来

古 江

上 岐 部

中 岐 部

下 岐 部

西方寺～本城

小 熊 毛

大 熊 毛

向 田

上櫛来～向田

全 地 区

岡 公 民 館
下 櫛 来 公 民 館

みんなんかんホール

みんなんかんホール

みんなんかん第２学習室

熊毛改善センター

向田高齢者活動施設

養 護 老 人 ホ ーム
く に み 苑

竹田津改善センター

千 灯 公 民 館

みんなんかんホール

武蔵総合支所   別棟
地域産業課内会議室

２月16日（月）
２月26日（木）

３月６日（金）

３月８日（日）

３月１日（日）２月19日（木）

２月16日（月）

２月17日（火）

２月18日（水）

２月19日（木）

２月20日（金）

２月23日（月）

２月24日（火）

２月16日（月）

２月17日（火）

２月18日（水）

２月19日（木）

２月20日（金）

２月24日（火）

２月25日（水）

２月26日（木）

３月１日（日）

３月２日（月）

３月３日（火）

３月４日（水）

３月５日（木）

３月６日（金）

３月８日（日）

３月９日（月）

３月10日（火）

３月11日（水）

３月12日（木）

３月13日（金）

３月16日（月）

２月20日（金）

２月23日（月）

２月25日（水）

２月17日（火）
18日（水） ２月27日（金）

３月２日（月）

３月３日（火）
３月５日（木）

３月10日（火）
３月11日（水）

申告期間は２月16日（月）から３月16日（月）まで

※確定申告をされる方は、午後の納税相談をご利用ください。

相談時間は、午前９時から午後４時までです。

相談時間は、午前９時から午後４時までです。

相談時間は、午前９時から午後４時までです。

国
見
総
合
支
所

月　日 行政区 場　所
成 吉・今 市

休日相談日

手野下・手野上

吉広下・吉広上

麻田下・麻田上

狭間・丸小野下･丸小野上

休日相談日

武蔵総合支所   別棟
地域産業課内会議室

安岐総合支所１階西側
(保健センター）

安岐総合支所１階西側
(保健センター）

安岐総合支所１階西側
(保健センター）

梅園コミュニティセンター
(西武蔵出張所）

安岐地区公民館
(漁民センター)

あさぎりの郷

確定申告をされる方
は、この日をご利用く
ださい。

平日都合のつかない方
や確定申告をされる方
は、この日をご利用く
ださい。

平日都合のつかない
方や確定申告をされ
る方は、この日をご利
用ください。

各地区の納税相談に
都合がつかない方や、
確定申告をされる方
は、この期間をご利用
ください。

武蔵総合支所   別棟地域産業課内会議室

西 地 区 公 民 館

２月25日（水）

３月１日（日）

３月２日（月）

３月３日（火）

３月４日（水）

３月５日（木）

３月８日（日）

月　日 行政区 場　所

武
蔵
総
合
支
所

月　日 行政区地区 相談会場 月　日 行政区地区 相談会場

安
岐
総
合
支
所

朝　

来

安　

岐

西
武
蔵

西
安
岐

南
安
岐

10



　各団体で取り組んだ１年の成果を、ぜひ、見に来てください。
日　時　２月14日（土）　12：30～　　　場　所　アストくにさきアストホールほか
内　容　各種表彰、意見・体験発表、団体発表
 展示ブース…くにさき塾、生徒、児童の作品展示
 体験ブース…ガーデニングや竹工芸等の体験（一部有料）10：30～
 バザーブース…できたてのおいしいパンや温かい豚汁をどうぞ（有料）
ゲスト　別府溝部学園短期大学「ハンドベルリンガーズ」
 ハンドベルが奏でる素敵なハーモニーをお楽しみに！

日　時　２月21日（土）・22日（日）　　　　　　場　所　武蔵中央公民館セントラルホール

問い合わせ 武蔵中央公民館　☎0978－68－0094

問い合わせ 国東市教育委員会生涯学習課　☎0978－72－2121

第６回くにさき生涯学習フェスタ －みんなで学び、みんなで参加－

むさしカルティバル2009

開　会　９：30

地区子ども会・スポーツ少年団等・公民館教室・公民館使用団体

発表会・活動報告・芸能発表・作品展示（展示は22日まで）

開　場　12：30　　　開　演　13：00
入場料　一般2,000円・高校生以下1,000円（全席自由・当日500円増し）
※就学前のお子様のご入場は、ご遠慮ください。

假屋崎省吾フラワーデモンストレーション＆トークショー假屋崎省吾フラワーデモンストレーション＆トークショー假屋崎省吾フラワーデモンストレーション＆トークショー

21
日

22
日

農政課では高齢化による農業の担い手不足に対応するため、集落営農組織の育成を支援しています。
集落営農について関心のある方は、お問い合わせください。

１．集落営農組織名
 （農）山吹営農組合
 代表理事　一丸　晋一
２．所在地　  国東市国東町原
３．設立年月　平成18年9月6日
４．構成戸数　29戸
５．主な経営内容
 水稲1.4ha、大豆8.5ha、麦類8.7ha
 飼料稲2.0ha、野菜（バジル等）0.4ha
６．集落営農に取り組んで良かったこと

７．今後の展望、抱負

★頑張る集落営農③★★頑張る集落営農⑨★

▲山吹営農組合役員の皆さん

　 67－1116問い合わせ 農政課
国見総合支所地域産業課
武蔵総合支所地域産業課

　 72－5167
　 82－1113
　 68－1115

安岐総合支所地域産業課
大分県東部振興局農山漁村振興部集落・水田班
　72-0409

・農地を団地的に集積でき、効率的な農地管理ができるようになった。
・農地集積や大型機械の導入、機械格納庫の整備などで、補助事業を活用できるようになり、経営
　の基礎づくりができた。
・国東市の水田農業の担い手として助成を受けることができる。

・米・麦・大豆を主に、栽培技術を高め、収益の向上を図る。
・中畦畔を取り除き、大型機械の活用による作業効率の向上と低コスト化に努める。
・ほ場整備地区外の農地を有効活用し、農地の荒廃化を防止する。
・次世代の若い人にオペレーターとして参加してもらい、農地保全の理解を深めたい

11 �009.�
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平
成
21
年
の
新
春
を
飾
る
国

東
市
消
防
団（
池
田
一
彌
団
長
・

１
、０
２
８
人
）の
出
初
式
が
、
１

月
11
日

（日）
午
前
９
時
か
ら
国
東

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
か
ら
の
風
が
吹
き
つ
け
、
時

折
雪
の
降
る
寒
さ
の
中
、
池
田

団
長
を
は
じ
め
市
内
４
つ
の
方

面
隊
か
ら
４
０
８
人
の
消
防
団

員
が
出
動
し
、
終
始
き
び
き
び

し
た
規
律
あ
る
動
作
で
各
種
の

点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　

池
田
団
長
の
人
員
報
告
に
続

き
、
野
田
侃
生
市
長
・
高
木
正

史
副
市
長
や
来
賓
の
皆
さ
ん
が

中
隊
毎
に
団
員
の
服
装
な
ど
を

点
検
し
た
後
、
国
東
方
面
隊（
指

揮
者
・
清
成
隆
第
９
分
団
長
）・

安
岐
方
面
隊（
指
揮
者
・
稙
田
稔

第
13
分
団
長
）に
よ
る
停
止
間
、

国
見
方
面
隊（
指
揮
者
・
竹
野
章

一
第
４
分
団
長
）・
武
蔵
方
面
隊

（
指
揮
者
・
栗
林
和
成
第
12
分
団

長
）に
よ
る
行
進
間
の
小
隊
訓
練

点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
第
３
分
団
第
１
部
・
第
８
分

団
第
３
部
・
第
10
分
団
第
２
部
・

第
15
分
団
第
１
部
に
よ
る
小
型

ポ
ン
プ
操
法
、
第
15
分
団
第
３

部
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
の
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

揮
し
、
会
場
に
訪
れ
た
皆
さ
ん

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

池
田
団
長
を
先
頭
に
分
列
行

進
を
し
た
後
、
野
田
市
長
の
講

評
が
あ
り
、
消
防
活
動
に
貢
献

の
あ
っ
た
皆
さ
ん
に
対
し
て
の

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
大
分
県

知
事
代
理
の
楢
本
譲
司
県
生
活

環
境
部
審
議
監
、
岩
屋
毅
衆
議

院
議
員
、
小
野
弘
利
、
三
浦
公

両
県
議
会
議
員
、
足
立
正
人
国

東
警
察
署
長
、
諸
冨
忠
市
議
会

議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
川
上
鉄
之
助

第
３
分
団
分
団
長
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

木
戸
昌
夫
区
長
会
長
の
万
歳

三
唱
、
稙
田
旨
夫
消
防
長
に
よ

る
火
の
用
心
三
唱
の
後
、
会
場

を
野
球
場
に
移
し
て
放
水
点
検

が
行
わ
れ
点
検
の
す
べ
て
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

点
検
会
場
に
は
、
大
勢
の
皆

さ
ん
が
見
学
に
訪
れ
、
消
防
団

員
の
士
気
旺
盛
な
規
律
あ
る
動

き
に
終
始
真
剣
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

平
成
21
年
国
東
市
消
防
団
出
初
式

平
成
21
年
国
東
市
消
防
団
出
初
式



△池田団長を先頭に分列行進を行いました △野田市長による人員服装点検
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消
防
庁
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官
表
彰
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年
勤
続
功
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章
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幸
美

日
本
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長
表
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精
績
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池
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池
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彌
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表
彰

◆
永
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分
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会
長
表
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国
東
市
消
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団

◆
永
年
勤
続
功
労
者

（
30
年
以
上
）

副
団
長　
　
　
　

山
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博
幸

副
団
長　
　
　
　

西
村　

敏
雄

副
団
長　
　
　
　

矢
野　

千
里

（
25
年
以
上
）

大
石　

時
夫　
　

芹
川　

光
弘

有
永　

克
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荒
木　

昭
年

（
20
年
以
上
）

山
口　

良
信　
　

大
末　

政
男

尾
方　
　

浩　
　

藤
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利
博

菊
池　

俊
夫　
　

北
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博

櫻
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耕
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櫻
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長
生

蓑　
　

泰
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田
口　

正
昭

亀
石　

貢
治　
　

小
野　

高
伸

藤
田　

武
臣　
　

伊
藤　

義
一

西　
　

和
徳　
　

社
藤　

正
春

久
保
田
顕
一　
　

河
野　

博
之

安
部　

竜
二

◆
永
年
勤
続
退
団
者

（
30
年
以
上
）

安
藤　
　

晋　
　

照
山　

義
勝

（
25
年
以
上
）

内
尾　

春
夫　
　

青
井　

正
幸

藤
原　

一
彦　
　

秋
田　

克
幸

一
丸　

直
人　
　

水
元
雄
一
郎

（
20
年
以
上
）

徳
部　

雄
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吉
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好
明

吉
田　

隆
一　
　

清
原　

俊
英

高
井　

直
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手
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立
三

軸
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重
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15
年
以
上
）
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元
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元
浦　
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小
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和
文

伊
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小
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泰
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溝
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也
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平
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吉
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加
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宗
之
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儀
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重
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嘉
文
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浩
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隆

川
田　

鉄
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工
藤　

健
二

原
野　

義
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小
野　

栄
治

川
田　

伸
幸　
　

芦
苅
喜
一
郎

大
分
県
消
防
防
災

対
策
協
議
会
長
表
彰

◆
優
良
消
防
団
員

國
廣　

崇
紀　
　

川
上
鉄
之
助

蓑　
　

泰
博　
　

栗
林　

和
成

久
保
田
顕
一

◆
優
良
消
防
団
体

む
さ
し
こ
ど
も
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

国
東
市
長
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
者

（
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年
以
上
）

野
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國
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晴
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富
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孝
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田
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克
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中
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吉
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小
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義
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潤
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岡
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文
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麻
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幸
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佐
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剛

栗
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正
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男

一
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弘
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友
成　

義
信

谷
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中
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潤　
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典
弘
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茂
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介
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雅
史
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洋
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被
表
彰
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皆
さ
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敬
称
略
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訂正
と

お詫び

　この作品は、大分市の書道家森口春雷（本名裕子）さんが書いたもので、大きさが横１ｍ、
縦1.3ｍ。旧西武蔵小学校で開催された梅園祭で、国見短歌会の深藏孝子さんが「富永子ども
神楽」を見て詠んだ「鈴の音のひびき揺らぎて茣蓙に舞う緋袴の巫女
かなた見つめて」を森口さんが作品にしたもので、昨年の大分県美術
展書道の部で秀作賞を受賞しています。
　現在、小学校の会議室に飾られており、安岐中央小学校神楽クラブ
として、継承し続けている子ども達の大きな宝物になりました。

森口裕子さんから県美展秀作賞の作品をいただきました森口裕子さんから県美展秀作賞の作品をいただきました

　１月17日 （土）、国東町来浦の来浦地区活性化センターで「元気アップ親子セミナー in国
東」が開催されました。このセミナーは、親子を対象に子どもの体力や生活習慣の重要性に
ついての理解や認識を深めようと、文部科学省が推進し、（財）日本レクリエーション協会が
委託を受け全国で開催しています。
　この日は、保育園児や小学生と保護者約70人が参加。前半の保
護者を対象としたセミナーでは、子どもの体力の現状や生活習慣
の重要性について理解を深めました。後半は、大分県レクリエー
ション協会、国東市レクリエーション協会の皆さんの指導で、親
子で一緒にダンス・エクササイズを行ったり、音楽に合わせて体
を動かしたり、親子で家庭などで出来る運動を学びました。

　１月11日（日）・12日（月）の２日間、小川商店街の新春恒例
行事「からす市」が行われました。11日は、たこ焼きや綿菓子な
どの露店が軒を連ね、商工会主催によるどんど焼きでは多くの
人で賑わいました。12日は「からす市駅伝大会」が開催され、西
安岐地区から５チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。

　区の活性化と区民の懇親を図ろう
と、１月25日（日）正午から、安岐
町下原の下原９区公民館で、下原９
区ソフトボールクラブの主催のそば
祭りが行われました。同クラブ会員
が、昨年の秋に収穫したそば粉と自
然薯を使って次々とそばを打ち、参
加した区民の皆さん約50人にざる
そばや鴨汁そばが振舞われ、「おいし
い！」と大好評でした。

　市報１月号７ページの第33回大分県「小さな親切」作文コンクールの記事中、中学生の部・大分県議会
議長賞　加藤花菜さんは、佐藤花菜さんの誤りでした。
　また、11 ページの平成20年度国見町近郊卓球大会の記事中、小学生Ａ級優勝　木村慎司さんは、荒木
慎司さんの誤りでした。
　訂正してお詫び申しあげます。

卒業後、農業大学校への進学や水稲やシイタケの栽培に携わるなど、農業分野に進む新農業経営者８人▲

佐藤さん、おいしいミカンをありがとう！▲
お礼に訪れた（左から）阿南裕子校長、
糸永成美・前児童会長、佐藤さん、森永太一郎児童会長

安岐中央小学校

親子で体を動かして元気アップ！親子で体を動かして元気アップ！元気アップ親子セミナー in国東開催

おいしいみかんをありがとう！
武蔵町でみかん式

おいしいみかんをありがとう！
武蔵町でみかん式

安岐町小川商店街で恒例「からす市」開催安岐町小川商店街で恒例「からす市」開催

下原９区でそば祭り下原９区でそば祭り
　菜の花アスリートクラブ（有次昭二代表）主催
の第２回菜の花カップマラソン大会が、12月
21日（日）、武蔵川沿いのマラソンコースで行わ
れました。市駅伝競走大会の同町の予選を兼ね
て行われた大会には、市内から153人が参加。
２．３．５ｋｍの３つのコースで健脚を競いました。
　各部優勝者は次のとおりです。（敬称略）
小学生低学年・河野大毅
同高学年男子・河野誠太
同女子・屋宜寿菜
中学生男子・花木瑛美
同女子・野田唯綺奈
一般男子・齋藤凌
同女子・松原遥奈

第２回菜の花カップマラソン第２回菜の花カップマラソン

昨年の12月24日に作品を寄贈に訪れた（左から）森口裕子さんと深蔵孝子さん

▲

▲からす市駅伝のようす

▲入賞者の皆さん

ご    ざ ひ　はかま み　　こ

　志和利の佐藤秀一さんが、町内の小・
中学校に今年もみかんを贈りました。
３学期の始業式にみかんを贈る「みか
ん式」を佐藤さんが復活させ今年で
25年目。１月８日（木）各校の始業式
で、各校長から児童・生徒に佐藤さん
から贈られたみかんが配られました。
　１月15日（木）武蔵西小学校の代
表２名が佐藤さん宅を訪問し、全校児
童一人ひとり
が書いたお礼
の手紙を渡し
ました。

第３回国東市書き初め大会第３回国東市書き初め大会
　第３回国東市書き初め大会が、１月５日（月）
武蔵東小学校で開催され、市内の小・中学生
142人が参加しました。競書が始まると，会場
は一瞬にして音一つしない張り詰めた雰囲気に
変わり、参加者は真剣な表情で一心に作品づく
りに取り組みました。
　入賞者は次のとおりです。（敬称略）
【大会会長賞】稲積一仁（国東中２年）
【市長賞】合澤果歩（安岐小５年）
【市議会議長賞】相部花子（武蔵東小６年）
【市教育長賞】久保我生（国東小２年）
【特別賞】
山下夢可（国東中３年）
田口悠（国東小６年）
松﨑巌（国東小３年）
吉﨑友香（国東小６年）
今富雄大（国東小４年）
田中真実（国東中３年）
古川なつ実（武蔵東小３年）
尾立佳介（安岐小４年）

　今春、国東高校園芸科学科を卒業して、農業分野に進む生徒を激励する新農業経営者激
励大会が、１月22日（木）同校第２体育館で開催されました。
　会では、農業経営者育成後援会長の野田侃生市長、吉崎正利校長、県東部振興局の諸富
愛子生産流通部長があいさつ。野田会長が記念品を手渡しました。
　新農業経営者８人を代表して吉崎祥平さん（３
年）が「地域に目を向け、世界規模で考える農業を
めざし、地域の活性化に貢献できるよう努力しま
す」と決意を表明し、同校農業クラブ会長の清末優
さん（２年）が激励のことばを贈りました。

国東高校で新農業経営者激励大会国東高校で新農業経営者激励大会
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訂正
と

お詫び

　この作品は、大分市の書道家森口春雷（本名裕子）さんが書いたもので、大きさが横１ｍ、
縦1.3ｍ。旧西武蔵小学校で開催された梅園祭で、国見短歌会の深藏孝子さんが「富永子ども
神楽」を見て詠んだ「鈴の音のひびき揺らぎて茣蓙に舞う緋袴の巫女
かなた見つめて」を森口さんが作品にしたもので、昨年の大分県美術
展書道の部で秀作賞を受賞しています。
　現在、小学校の会議室に飾られており、安岐中央小学校神楽クラブ
として、継承し続けている子ども達の大きな宝物になりました。

森口裕子さんから県美展秀作賞の作品をいただきました森口裕子さんから県美展秀作賞の作品をいただきました

　１月17日 （土）、国東町来浦の来浦地区活性化センターで「元気アップ親子セミナー in国
東」が開催されました。このセミナーは、親子を対象に子どもの体力や生活習慣の重要性に
ついての理解や認識を深めようと、文部科学省が推進し、（財）日本レクリエーション協会が
委託を受け全国で開催しています。
　この日は、保育園児や小学生と保護者約70人が参加。前半の保
護者を対象としたセミナーでは、子どもの体力の現状や生活習慣
の重要性について理解を深めました。後半は、大分県レクリエー
ション協会、国東市レクリエーション協会の皆さんの指導で、親
子で一緒にダンス・エクササイズを行ったり、音楽に合わせて体
を動かしたり、親子で家庭などで出来る運動を学びました。

　１月11日（日）・12日（月）の２日間、小川商店街の新春恒例
行事「からす市」が行われました。11日は、たこ焼きや綿菓子な
どの露店が軒を連ね、商工会主催によるどんど焼きでは多くの
人で賑わいました。12日は「からす市駅伝大会」が開催され、西
安岐地区から５チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。

　区の活性化と区民の懇親を図ろう
と、１月25日（日）正午から、安岐
町下原の下原９区公民館で、下原９
区ソフトボールクラブの主催のそば
祭りが行われました。同クラブ会員
が、昨年の秋に収穫したそば粉と自
然薯を使って次々とそばを打ち、参
加した区民の皆さん約50人にざる
そばや鴨汁そばが振舞われ、「おいし
い！」と大好評でした。

　市報１月号７ページの第33回大分県「小さな親切」作文コンクールの記事中、中学生の部・大分県議会
議長賞　加藤花菜さんは、佐藤花菜さんの誤りでした。
　また、11 ページの平成20年度国見町近郊卓球大会の記事中、小学生Ａ級優勝　木村慎司さんは、荒木
慎司さんの誤りでした。
　訂正してお詫び申しあげます。

卒業後、農業大学校への進学や水稲やシイタケの栽培に携わるなど、農業分野に進む新農業経営者８人▲

佐藤さん、おいしいミカンをありがとう！▲
お礼に訪れた（左から）阿南裕子校長、
糸永成美・前児童会長、佐藤さん、森永太一郎児童会長

安岐中央小学校

親子で体を動かして元気アップ！親子で体を動かして元気アップ！元気アップ親子セミナー in国東開催

おいしいみかんをありがとう！
武蔵町でみかん式

おいしいみかんをありがとう！
武蔵町でみかん式

安岐町小川商店街で恒例「からす市」開催安岐町小川商店街で恒例「からす市」開催

下原９区でそば祭り下原９区でそば祭り
　菜の花アスリートクラブ（有次昭二代表）主催
の第２回菜の花カップマラソン大会が、12月
21日（日）、武蔵川沿いのマラソンコースで行わ
れました。市駅伝競走大会の同町の予選を兼ね
て行われた大会には、市内から153人が参加。
２．３．５ｋｍの３つのコースで健脚を競いました。
　各部優勝者は次のとおりです。（敬称略）
小学生低学年・河野大毅
同高学年男子・河野誠太
同女子・屋宜寿菜
中学生男子・花木瑛美
同女子・野田唯綺奈
一般男子・齋藤凌
同女子・松原遥奈

第２回菜の花カップマラソン第２回菜の花カップマラソン

昨年の12月24日に作品を寄贈に訪れた（左から）森口裕子さんと深蔵孝子さん

▲

▲からす市駅伝のようす

▲入賞者の皆さん

ご    ざ ひ　はかま み　　こ

　志和利の佐藤秀一さんが、町内の小・
中学校に今年もみかんを贈りました。
３学期の始業式にみかんを贈る「みか
ん式」を佐藤さんが復活させ今年で
25年目。１月８日（木）各校の始業式
で、各校長から児童・生徒に佐藤さん
から贈られたみかんが配られました。
　１月15日（木）武蔵西小学校の代
表２名が佐藤さん宅を訪問し、全校児
童一人ひとり
が書いたお礼
の手紙を渡し
ました。

第３回国東市書き初め大会第３回国東市書き初め大会
　第３回国東市書き初め大会が、１月５日（月）
武蔵東小学校で開催され、市内の小・中学生
142人が参加しました。競書が始まると，会場
は一瞬にして音一つしない張り詰めた雰囲気に
変わり、参加者は真剣な表情で一心に作品づく
りに取り組みました。
　入賞者は次のとおりです。（敬称略）
【大会会長賞】稲積一仁（国東中２年）
【市長賞】合澤果歩（安岐小５年）
【市議会議長賞】相部花子（武蔵東小６年）
【市教育長賞】久保我生（国東小２年）
【特別賞】
山下夢可（国東中３年）
田口悠（国東小６年）
松﨑巌（国東小３年）
吉﨑友香（国東小６年）
今富雄大（国東小４年）
田中真実（国東中３年）
古川なつ実（武蔵東小３年）
尾立佳介（安岐小４年）

　今春、国東高校園芸科学科を卒業して、農業分野に進む生徒を激励する新農業経営者激
励大会が、１月22日（木）同校第２体育館で開催されました。
　会では、農業経営者育成後援会長の野田侃生市長、吉崎正利校長、県東部振興局の諸富
愛子生産流通部長があいさつ。野田会長が記念品を手渡しました。
　新農業経営者８人を代表して吉崎祥平さん（３
年）が「地域に目を向け、世界規模で考える農業を
めざし、地域の活性化に貢献できるよう努力しま
す」と決意を表明し、同校農業クラブ会長の清末優
さん（２年）が激励のことばを贈りました。

国東高校で新農業経営者激励大会国東高校で新農業経営者激励大会
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こころを つなぐ まちづくり
人権シリーズ　vol.33

み
な
さ
ん
が
、こ
れ
は
人
権
問
題

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、

困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

開
設
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

時
間　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所　

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

担
当
者　

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護

委
員

問
い
合
わ
せ　

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

　

０
９
７
８

－

６
２

－

２
２
７
１

人
権
相
談
の
お
知
ら
せ

同
和
問
題
学
習
会（
隣
保
館
）

　

２
月
18
日
（水） 

午
後
２
時
〜
４
時

ビ
デ
オ
上
映
会（
隣
保
館
）

　

２
月
19
日
(木) 

午
後
２
時
〜

問
い
合
わ
せ　

国
東
市
隣
保
館

　

０
９
７
８

－

６
８

－

１
７
２
２

お
知
ら
せ

う
ち
の
祖
父
は
リ
ウ
マ
チ
で
あ

る
。去
年
の
秋
の
こ
と
だ
っ
た
と
思

う
。そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
祖
父
が

急
に
、手
足
の
痛
み
を
う
っ
た
え
だ

し
た
の
だ
。さ
す
が
に
お
か
し
い
と

い
う
こ
と
で
病
院
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、リ
ウ
マ
チ
だ
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
た
。

そ
の
時
の
事
だ
。祖
父
の
弟
妹
に

電
話
を
か
け
て
リ
ウ
マ
チ
の
事
を

話
し
た
。

「
人
に
あ
ん
ま
り
リ
ウ
マ
チ
っ
て

こ
と
、話
し
た
ら
い
か
ん
で
。」

そ
れ
が
そ
の
人
か
ら
か
え
っ
て

き
た
言
葉
だ
っ
た
。ど
う
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。僕
に
は
理
解
で
き
な
か
っ

た
。な
ぜ
話
し
て
は
い
け
な
い
の
だ

ろ
う
か
。僕
は
母
に
聞
い
て
み
た
。

「
う
ー
ん…

昔
は
い
い
薬
な
ん
か

が
な
か
っ
た
か
ら
、
リ
ウ
マ
チ
に

な
っ
て
し
ま
う
と
手
足
が
変
形
し

て
い
び
つ
な
形
に
な
っ
て
固
ま
っ
て

し
ま
う
ん
だ
よ
。そ
れ
で
昔
は
声
を

小
さ
く
し
て
、あ
の
人
は
リ
ウ
マ
チ

ら
し
い
よ
っ
て
い
っ
て
い
た
ら
し
い

ね
。そ
ん
な
の
わ
る
い
ん
に
な
あ
。」

母
は
そ
う
話
し
て
く
れ
た
。僕
も

母
の
意
見
に
賛
同
し
た
。意
味
が
わ

か
ら
な
い
。リ
ウ
マ
チ
で
、な
に
が

わ
る
い
の
だ
ろ
う
か
。手
足
が
変
形

し
た
か
ら
な
ん
だ
と
い
う
の
か
。そ

う
い
う
の
を
差
別
と
い
う
の
で
は

な
い
か
。

し
か
し
昔
は
そ
う
い
う
差
別
が

多
か
っ
た
よ
う
だ
。ハ
ン
セ
ン
病
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。ハ
ン
セ
ン
病
は

天
刑
病
と
い
わ
れ
た
。天
刑
病
は
、

昔
の
説
話
集
や
仏
教
の
経
典
な
ど

で「
禁
じ
ら
れ
た
行
い
を
し
た
も
の

は
仏
の
罰
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を

わ
ず
ら
う
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い

る
。こ
れ
か
ら
ハ
ン
セ
ン
病
は
天
か

ら
受
け
た
罰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
そ
う
だ
。

こ
う
い
う
間
違
っ
た
知
識
の
せ

い
で
ど
れ
ほ
ど
の
人
々
が
差
別
を

受
け
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
ハ

ン
セ
ン
病
は
顔
が
変
形
し
た
り
、は

れ
た
り
す
る
。そ
う
、顔
の
変
形
や
、

は
れ
た
だ
け
な
の
に
、ど
れ
ほ
ど
多

く
の
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
た
だ
ろ

う
か
。

で
は
な
ぜ
、人
々
は
差
別
を
す
る

の
だ
ろ
う
か
。差
別
さ
れ
て
う
れ
し

い
人
間
な
ど
い
る
は
ず
が
な
い
。な

ぜ
差
別
を
す
る
の
か
。そ
れ
は
自
分

達
と
違
う
人
に
対
し
て「
お
か
し

い
」と
い
う
感
覚
が
あ
る
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？
実
際
お
か
し
く

も
な
に
も
な
い
の
だ
。そ
の
差
別
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
人
も
、ね
て
、起

き
て
、食
事
を
し
て
生
き
て
い
る
の

だ
。
そ
の
人
達
を「
お
か
し
い
」と

い
っ
て
い
る
人
こ
そ「
お
か
し
い
」の

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。こ
れ
で
は

名
乗
り
だ
し
た
く
て
も
名
乗
り
だ

せ
な
い
。事
実
、い
ま
で
も
名
乗
り

だ
せ
て
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。

こ
れ
は
差
別
し
て
い
る
側
だ
け

で
な
く
、差
別
さ
れ
て
い
る
側
に
も

い
え
る
こ
と
だ
。

「
自
分
達
は
お
か
し
い
の
だ
。と

て
も
恥
ず
か
し
い
人
間
な
の
だ
」

こ
う
い
う
認
識
を
し
て
は
い
け

な
い
の
だ
。自
分
で
認
め
て
し
ま
っ

て
は
否
定
も
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。だ
か
ら
ま
ず
、病
気
の
事
を

か
く
さ
ず
に
堂
々
と
し
て
い
る
べ

き
だ
と
僕
は
思
う
。た
し
か
に
そ
れ

は
勇
気
の
い
る
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。で
も
そ
う
し
な
い
か
ぎ
り
差
別

は
な
く
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。こ
そ
こ
そ
か
く
そ
う
と

す
る
か
ら
余
計
に
差
別
が
起
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
先
ほ
ど
の
弟
妹
の
人
も
リ

ウ
マ
チ
で
あ
る
。そ
の
人
は
ず
っ
と

恥
ず
か
し
い
と
思
い
こ
み
、ず
っ
と

か
く
し
て
い
た
の
だ
。今
後
は
ぜ
ひ

や
め
て
、堂
々
と
し
て
ほ
し
い
。そ
し

て
僕
達
、今
の
子
ど
も
が
、堂
々
と

で
き
る
よ
う
な
社
会
を
作
っ
て
い

き
た
い
。

「
う
ち
の
祖
父
と
リ
ウ
マ
チ
」

国
見
中
学
校
３
年　

阿
南
仁
梧

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

　
　

杵
築
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
優
秀
賞
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▲上野さん ▲広岡さん

１月23日（金）、大分県消費生活・男女共同参画プラザ(アイネス)
で男女共同参画講演会があり市から８人が参加しました。講師は広
岡守穂さん(中央大学法学部教授)/上野景三さん(佐賀大学文化教
育学部長)｢男女共同参画社会の形成｣をテーマに｢仕事と子育て支
援｣｢必要とされるリ－ダ－のあり方｣について受講、男女共同参画社
会の必要性をさらに強く感じる研修会でした。

１月28日（水）、国東市男女共同参画審議会を開催しました。内容
は現在市が推進している国東市男女共同参画計画(昨年市報くにさ
き１月号から４月号で掲載)の推進状況の説明を行い、委員の方か
ら多くのご意見をいただきました。

日　時　２月22日（日）
　　　　午後２時～（開場　午後１時）
場　所　アストくにさきアストホール
入場料　（全席自由）
　　　　クラブ会員…無料
　　　　会員外………900円
チケットの購入は、夢さきスポーツクラブ
事務局にお問い合わせください。

日　時　３月15日（日）
　　　　　「私は貝になりたい」
　　　　　　午前10時～午後０時20分
　　　　　　午後３時～５時20分
　　　　　「252－生存者あり－」
　　　　　　午後０時30分～２時45分
　　　　　　午後５時30分～７時45分
場　所　アストくにさきアストホール
料　金　一般1,000円（当日1,200円）
　　　　高校生以下…800円（当日同額）
発売所　アストくにさき、みんなんかん、
　　　　武蔵中央公民館、安岐中央公民館

と　き：２月25日（水）午後3時から4時30分まで
場　所：アストくにさき　マルチホール
対象者：特に職場や地域などでDVや児童・高齢者虐待などを発見、または関わる可能性のある方 

(病院関係者、学校・幼保関係者、人権擁護委員、民生委員、区長、施設関係者、一般の方
でDV研修の受講を希望される方など)

申込先：国東市人権・同和対策課 男女共同参画係へ　２月20日(金)まで
　　　　☎ 0978－72－9001 (内線22)

※計画を、国東市のホームページで公開しています。
　推進状況についてもホームページに掲載予定です。

※DVとはドメスティック・バイオレンスのことで｢配偶者など(恋人も含む)からの暴力｣を言います。

話 題

募 集

話 題

市ではＤＶ研修会(児童・高齢者虐待を含む)を計画しています。

末綱聡子
前田美順トークショー
末綱聡子
前田美順トークショー
末綱聡子
前田美順トークショー

「私は貝になりたい」
「252－生存者あり－」
「私は貝になりたい」
「252－生存者あり－」
「私は貝になりたい」
「252－生存者あり－」

北京オリンピッ
クの

感動をもう一度 アスト
映画会

国東中央公民館内
夢さきスポーツクラブ事務局
☎0978－72－2121 生涯学習課　☎0978－72－2121

問い合わせ
問い合わせ

（1日通し券）

こんにちは! 男女共同参画係ですこんにちは! 男女共同参画係ですこんにちは! 男女共同参画係です
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 「なっとうくん西へいく」
  三輪　一雄(著)　

　納豆って “くさい”とか“腐った豆”とか“西日本の人は苦手”など、負
のイメージの方が強い気がしませんか？本書を読めば、そんなイメー
ジを一掃！･･･とまではいかなくても多少、変わるのではないでしょう
か？それは、本書がタイトル通り、納豆に関する絵本だからです。
　例えば、納豆は腐っているのではなく発酵していることや、以前と比
べると納豆を食べる人が多くなってきたことや、納豆菌の驚くべき利
用方法など、本書では11の納豆マメ知識が紹介されています。著者の
納豆への愛情を感じることができる１冊です。
　納豆嫌いの方が、本書を読み、納豆の“な”の字くらいは気にしてい
たただけるようになれば幸いです。

 「やさしさのまほう～たったひとりのお父さん～」　
  いずみきよたか(著)

　けんちゃんとちーちゃんは、仲の良い兄妹です。2人ともお父さんのこ
とが大好き。でも、そんなある日のこと、お父さんは悪い魔法使いに「病
気の魔法」をかけられてしまいました。１人では歩けなくなったり、上手く
しゃべれなくなったお父さんをけんちゃんとちーちゃんは一生懸命にお
手伝いします。いつしか2人は魔法使いに「やさしさの魔法」をかけられ
たようです。
　著者のいずみきよたかさんは、神経難病の１つである「筋萎縮性側索
硬化症」と闘いながらこの絵本の文章を手がけました。病気のために子
どもたちの世話が何も出来ずに「父親失格だ」と思っていたところ、子
どもたちが日に日にやさしくなっていることに気づき、それがこのお話
を書くきっかけとなったそうです。病気の話ではありますが明るく前向
きな本で、読んでいる私たちがエネルギーをもらえる絵本です。

 「ハラショーな日々」
  イワノワ・ケイコ(著)　

　ロシア（旧ソビエト社会主義共和国連邦）と言えばどんなイメージ
がありますか？寒い、厳しい、ウォッカ好き・・とイメージしている人も
多いのではないでしょうか？それをくつがえしてくれるのがこの一
冊。（ウォッカ好きは当たってますが・・・）
　日本で知ることが出来るロシアの情報と言えばニュースの内容く
らいで人々がどんな風に生活しているかを知る機会はほとんどあり
ません。ロシアの人がこんなに、のほほんと明るくまた、さまざまな規
制があったソビエト時代においても自由に楽しく生活していようと
は・・・。著者とその夫のんきなロシア人のワーニャのやりとりを通して
文化や習慣、人柄などイラストでわかりやすく楽しく知ることができ
ます。
　例えば、ソビエト時代は社会主義国家。いうわけで何でも平等なソ
ビエトでは住居も無料で提供。広すぎる場合にはそこに家族以外の
赤の他人が同居することも当たり前・・・などビックリすることも多
く、ソビエト時代とロシアになってからの変化なども描かれていま
す。ロシアをもっと知りたくなるオススメの一冊です。ちなみに「ハラ
ショー」とは「いい、すばらしい」と言う意味だそうです。

 「夫婦一年生」
  朝倉かすみ(著)

　安岐図書館が注目する作家・朝倉かすみさんの本を紹介します。や
さしい文章やゆったりとした時間描写で、若い女性や主婦を中心に
読まれています。
　この物語では殺人事件が起きるわけでも、不思議なことが起きる
わけでもありません。どこにでもいそうな一組の夫婦の、ありふれた
日常生活が書かれています。結婚したばかりの太田青葉は、夫である
朔郎の転勤先で新生活を迎えます。２人で買い物に出掛け、ご飯を食
べ、他愛のないことを話す。たまに近所付き合いがあったり、両親が
遊びに来たりと忙しい時もありますが、淡々と過ぎてゆく結婚生活っ
て何なのでしょう？その答えの１つが物語のラストにあると思いま
す。２人の独特の会話が面白く、読み終えたあと心が温かくなりま
す。

国見図書館

く にさき図書館

安岐図書館

武蔵図書館

新 着 図 書 の ご 案 内

図書館行事 の ご 案 内

BOO
K

開館時間 午前10時～午後6時

◇国見図書館

おはなしひろば
14日（土）　午前9時30分～

28日（土）　午前9時30分～　竹田津出張所

◇くにさき図書館

おはなし会
  8日（日）　午前10時30分～

21日（土）　午後2時～

◇武蔵図書館

おはなしのへや
4・18・25日（水）　午後3時30分～

移動図書館
19日（木）　午後1時30分～2時　吉広地区

26日（木）　午後1時～1時30分　武蔵西小学校

◇安岐図書館

ひまわりの部屋
１4日（土）　午前１０時３０分～

国見図書館 （ ）
くにさき図書館 （ ）
武蔵図書館 （ ）
安岐図書館 （ ）

 

図書館カレンダー 　  月

１

８

15

22

２

９

16

23

３

10

17

24

４

11

18

25

５

12

19

26

６

13

20

27

７

14

21

28

日  月  火  水  木  金  土

2

は休館日。27日（金）は資料整理のため
休館です。

くにさき図書館は、24日（火）から27日（金）は蔵書
点検のため特別休館日となります。

問い合わせ

1�



食べる量↑ 使う量↓

自分流 楽しく続ける 健康づくり自分流 楽しく続ける 健康づくり自分流 楽しく続ける 健康づくり自分流 楽しく続ける 健康づくり
毎年２月１日～７日は『生活習慣病予防週間』です。
生活習慣病とは食事や運動、日ごろの生活習慣が積み重なり、起こってくる病気(高血圧や糖尿

病、高脂血症など)のことです。

生活習慣病は、主に上の図のような流れで起こってきます。これを予防するためには、運動不足
を解消したり食生活に気をつけることが必要です。そして、心筋梗塞や脳梗塞などにかかる人を少
なくするのが最終的な目的です。
健康情報番組では毎回のように取り上げられる、メタボリックシンドローム。これも図を見てもわ

かるように生活習慣が積み重なり内臓脂肪が過剰になることで起こります。
では生活習慣病予防のため、ひいてはメタボリックシンドロームの予防のためにはどんなことを

どの程度気をつけたらいいのでしょうか？

現代の生活で摂取カロリーと消費カロリーとのバランスを考えてみると、過剰に摂取している人
のほうが多いようです。摂取カロリーを減らす、もしくは消費カロリーを増やすようにようにして１
日分のトータルが釣り合うように気をつけましょう。

ありさんの家族のように、みんなで力をあわせこつこつ
と進んでいきましょう、という思いをこめた、障がいがある
子の親の会です。国東地域を拠点として活動しています。
お子さんのこと、わからないこと、楽しいこと、大変なこ

と等なんでもみんなで話せる会です。一人で悩まず私た
ちと語り合いませんか。ご参加をお待ちしています。

(平成20年度生活習慣病予防週間スローガン)

ちなみに体重50キログラムの人が速足で歩いて消費するのに必要な時間は…ちなみに体重50キログラムの人が速足で歩いて消費するのに必要な時間は…

あんぱん(１個)
チョコレート（１枚）
日本酒(1合)
ビール(中瓶1本)
焼酎(1合)

250kcal
390kcal
195kcal
200kcal
265kcal

→
→
→
→
→

1時間15分
1時間57分

58分
1時間

1時間20分

【参考】
『普通歩行20分』もしくは『やや速足の歩行15分』
で自分の体重と同じだけのカロリーを消費
例) 50㎏の人が普通歩行を20分行った場合
   ⇒50kcalを消費

食べる量が増える、
もしくは使う量が
減ることで、過剰に
なったエネルギー
が脂肪として蓄え
られていきます。

食べる量と使う量
が釣り合っていた
ら、太りもやせもし
ませんが…。

脳梗塞 脂質異常

高血圧

糖尿

狭心症

心筋梗塞

動
脈
硬
化

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

中性脂肪が増え、HDL
コレステロールが減る。

血圧があがる。

血糖が増える。

食べすぎ等の
不摂生な食生活

運動不足食べすぎ等の
不摂生な食生活

運動不足

内臓脂肪の蓄積が起こる。内臓脂肪の蓄積が起こる。

アンツファミリーアンツファミリーアンツファミリーアンツファミリー
紹介します

〒873-0504  国東市国東町安国寺786-1
東部保健所国東保健部地域保健課
　 0978-72-1127

気軽に来てください。ご参加、待ってます。

障がいがある子の親等

国東市内

毎月１回（第３火曜日、午前10時～正午）
東部保健所国東保健部で会合を持ち、
情報交換をしています。

対象者

活動地域

会の活動

連絡先

のページ保   健

19 �009.�



情情

報報報
コ
ー
ナ
ー

くらしの

ひとのうごき（12月31日現在）
　男 16，101 （△35）
　女 17，633 （△47）
　計 33，734 （△82）
世帯数 13，694世帯 （△59）

固定資産税（4期）
介護保険料（9期）
長寿医療保険料（8期）
（後期高齢者医療保険料）

納期限は3月2日（月）
問い合わせ　税務課
　0978（72）5162

2月の納税

�0

福
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「
特
別
慰
労
品
」贈
呈
の
受
付

 

が
終
了
し
ま
す

 

締
め
切
り
は

 

平
成
21
年
３
月
31
日
で
す

　

外
地
か
ら
の
引
揚
者(

引
揚

者
）・
恩
給
な
ど
を
受
け
て
な
い

旧
軍
人
の
方（
恩
給
欠
格
者
）・
シ

ベ
リ
ア
な
ど
で
強
制
抑
留
さ
れ

た
方（
戦
後
強
制
抑
留
者
）に『
特

別
慰
労
品
』を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。（
ご
本
人
か
ら
の
請
求
に
基

づ
い
て
贈
呈
さ
れ
、
ご
遺
族
の
方

か
ら
の
請
求
は
出
来
ま
せ
ん
）。

　

請
求
書
は
、
国
東
市
福
祉
事

務
所
又
は
各
総
合
支
所
地
域
市

民
健
康
課
介
護
福
祉
係
の
窓
口

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
資
格
要
件
な
ど
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

０
１
２
０

－
２
３
４

－

９
３
３

（
月
～
金
、
９
時
15
分
～
17
時
15
分

土
日
祝
日
休
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.h

eiw
a.go.jp

国
東
市
福
祉
事
務
所

　

福
祉
対
策
課
総
務
係

０
９
７
８

－

７
２

－

５
１
６
４

国
見
総
合
支
所

　

市
民
健
康
課
介
護
福
祉
係

０
９
７
８

－

８
２

－

１
１
１
２

武
蔵
総
合
支
所

　

市
民
健
康
課
介
護
福
祉
係

０
９
７
８

－

６
８

－

１
１
１
２

安
岐
総
合
支
所

　

市
民
健
康
課
介
護
福
祉
係
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９
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－

６
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１
１
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国
東
市
児
童
福
祉
手
当
、

 

遺
児
手
当
及
び

 

入
学
支
度
金
制
度

◎
児
童
福
祉
手
当

　

こ
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方
は
、
18
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父

で
す
。

手
当
の
額
は
、
児
童
１
人
当

た
り
年
額
１
０
、０
０
０
円
で

す
。（
た
だ
し
、
受
給
資
格
を
有

す
る
期
間
が
１
年
に
満
た
な
い

場
合
は
、
月
割
り
に
よ
り
算
出

し
た
額
と
し
ま
す
。）

受
給
資
格
者
の
世
帯
に
所
得

税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
世
帯

員
が
い
る
と
き
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
遺
児
手
当

　

こ
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方
は
、
18
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
遺
児
を
養
育
し
て
い
る
方
で

す
。手

当
の
額
は
、
児
童
１
人
当

た
り
年
額
１
５
、０
０
０
円
で

す
。（
た
だ
し
、
受
給
資
格
を
有

す
る
期
間
が
１
年
に
満
た
な
い

場
合
は
、
月
割
り
に
よ
り
算
出

し
た
額
と
し
ま
す
。）

受
給
資
格
者
の
世
帯
に
所
得

税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
世
帯

員
が
い
る
と
き
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
入
学
支
度
金

　

こ
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方
は
、
小
学
校
又
は
中

学
校
に
入
学
す
る
母
子
家
庭
児

童
、
父
子
家
庭
児
童
及
び
遺
児

を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。

手
当
の
額
は
、
児
童
１
人
当

た
り
５
、０
０
０
円
で
す
。

受
給
資
格
者
の
世
帯
に
所
得

税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
世
帯

員
が
い
る
と
き
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

＊
こ
れ
ら
の
手
当
の
受
給
に
つ

い
て
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

（
平
成
20
年
度
分
の
受
付
は
、

３
月
６
日

（金）
ま
で
で
す
。）

＊「
母
子
家
庭
」・「
父
子
家
庭
」・

「
遺
児
」
の
定
義
等
ご
不
明
な
点

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
東
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弥
生
の
ム
ラ
の
年
中
行
事

 

雛
節
句

日
時　

３
月
１
日

（日）

※
雨
天
の
場
合
も
実
施（
一
部
内

容
変
更
）午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所　

弥
生
の
ム
ラ　

国
東
市

歴
史
体
験
学
習
館

内
容　

ひ
な
人
形
づ
く
り
・
貝

あ
わ
せ
・
桟
俵
の
流
し
雛
を
川
に

流
そ
う
・
雛
あ
ら
れ
や
甘
酒
を

食
べ
て
元
気
に
な
ろ
う
！

※
全
て
参
加
料
無
料

 

く
に
さ
き
雛
巡
り

 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

国
東
市
歴
史
体
験
学
習
館

（
国
東
町
）と
梅
園
の
里（
安
岐

町
）、
涛
音
寮（
国
見
町
）の
３
館

で
い
ろ
い
ろ
な
雛
人
形
を
多
数

展
示
し
、
３
館
す
べ
て
を
巡
っ

て
観
覧
し
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め

た
方
に
抽
選
で
豪
華
賞
品
を
差

し
あ
げ
ま
す
。

展
示
期
間

２
月
19
日

（木）
～
３
月
31
日

（火）

応
募
期
間
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２
月
19
日

（木）
～
３
月
15
日

（日）

応
募
方
法　

３
館
に
あ
る
ス
タ

ン
プ
用
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し

て
投
函
す
る

抽
選
日

４
月
上
旬（
51
名
を
抽
選
）

当
選
発
表

４
月
下
旬
当
選
者
に
通
知
し
ま
す

賞
品　

梅
園
の
里
の
無
料
宿
泊

券（
朝
食
付
き
）、
弥
生
の
ム
ラ

勾
玉
の
無
料
体
験
券
、
涛
音
寮

の
無
料
コ
ー
ヒ
ー
券

弥
生
の
ム
ラ
・

　

国
東
市
歴
史
体
験
学
習
館

０
９
７
８

－

７
２

－

２
６
７
７

募
集

 

平
成
21
年
度

 

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

活
動
期
間　

平
成
21
年
度

活
動
内
容　

県
政
へ
の
随
時
の

ご
意
見
・
提
言
、
県
が
提
示
す

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
、
意
見
交
換
会

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
方（
公
務
員
、
国
、
地
方

公
共
団
体
の
議
会
議
員
を
除
く
）

募
集
人
員　

２
０
０
人

募
集
締
切　

２
月
27
日

（金）

※
活
動
実
績
に
よ
り
薄
謝（
図
書

カ
ー
ド
）を
進
呈
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
分
県
広
報
広
聴
課
広
報
班

０
９
７

－

５
０
６

－

２
０
９
６

 

国
東
市
臨
時
職
員
の

 

募
集（
登
録
）に
つ
い
て

　

国
東
市
で
は
、
平
成
21
年
度

の
臨
時
職
員
を
登
録
制
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。
登
録
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
条
件
に
合
う
方

を
選
考
し
、
採
用
す
る
も
の
で

す
。

募
集
職
種

勤
務
条
件
に
つ
い
て　

賃
金
‥
業
務
内
容
に
よ
り
、
単

価
が
異
な
り
ま
す
。

勤
務
時
間
‥
原
則
と
し
て
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
で
す

が
、
職
場
に
よ
っ
て
は
異
な
り

ま
す
。

年
齢
要
件　

60
歳
未
満
の
方

登
録
方
法　

本
庁
総
務
課
人
事

係
、
各
総
合
支
所
地
域
総
務
課

に
備
え
付
け
の「
登
録
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
を
必
要
と
す
る
職
種
は
、

資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間　

２
月
６
日

（金）

か
ら
２
月
27
日

（金）
ま
で（
４
月
以

降
も
受
け
付
け
ま
す
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

・

総
務
課
人
事
係

０
９
７
８

－

７
２

－

１
１
１
１

　

内
線
２
０
８
・
２
１
０

 

平
成
２１
年
度「
く
に
さ
き
塾
」

 

《
市
民
自
主
企
画
講
座
》の

 

市
民
講
師
を
募
集
し
ま
す

　

く
に
さ
き
塾
と
は
自
分
た
ち

で
学
び
た
い
、
ま
た
は
特
技
な

ど
を
い
か
し
て
み
た
い
と
い
う

方
々
が
、
自
主
的
に
運
営
、
企

画
す
る
講
座
で
す
。

資
格　

18
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

講
座
の
テ
ー
マ　

知
識
や
特
技

を
生
か
し
た
も
の
、
ユ
ニ
ー
ク

な
視
点
に
立
っ
た
も
の
。

※
た
だ
し
、
特
定
の
政
治
や
宗

教
、
企
業
や
職
業
等
の
宣
伝
、

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
、
公

序
良
俗
に
反
す
る
も
の
な
ど
は

除
き
ま
す
。

講
座
日
時　

講
師
と
国
東
中
央

公
民
館
で
話
し
合
い
、
会
場
の

確
保
で
き
る
日
時
を
設
定
し
ま

す
。

講
座
回
数　

年
間
10
回（
月
１

回
）平
成
21
年
５
月
～
平
成
22
年

２
月
ま
で

開
催
場
所　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
、

各
地
区
公
民
館
等
旧
国
東
町
内

の
各
所
で
開
設
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

任
期　

１
年
間（
１
年
ご
と
に
更

新
し
ま
す
）

申
込
締
切　

２
月
27
日

（金）

な
お
、
講
座
開
設
用
件
等
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・

国
東
中
央
公
民
館

０
９
７
８

－

７
２

－

２
１
２
１

お
知
ら
せ

 

平
成
21
・
22
年
度
競
争
入
札

 

参
加
資
格
申
請
書
の
受
付

 

に
つ
い
て

　

国
東
市
が
発
注
す
る
工
事
・
コ

ン
サ
ル
・
物
品
購
入
、
役
務
の
提

供
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
競
争
入

札
資
格
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

　

申
請
必
要
書
類
等
詳
し
く
は

国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
２
日

（月）
～
27

日
（金）　

※
物
品
・
役
務
の
提
供

等
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付

け
も
可
能
で
す
。

・

総
務
部
検
査
室

０
９
７
８

－

７
２

－

１
１
１
１

　

内
線
２
２
２
～
２
２
４

 

交
通
災
害
共
済
に

 

ご
加
入
く
だ
さ
い

交
通
災
害
共
済
と
は　

交
通
事

故（
国
内
で
発
生
し
た
人
身
事
故

に
限
る
）で
、
入
院
・
通
院
を
７

日
間
以
上
し
た
方
に
、
実
治
療

日
数
に
応
じ
て
見
舞
金
を
支
払

い
ま
す
。

加
入
で
き
る
方　

国
東
市
に
住

民
登
録（
外
国
人
登
録
）を
し
て

い
る
方（
平
成
21
年
４
月
１
日
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
）及
び
就
学

（
学
生
）の
た
め
一
時
的
に
転
出
し

て
い
る
方

共
済
掛
金

一
人
に
つ
き
３
６
０
円

共
済
期
間

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
申

し
込
み
→
平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
申

し
込
み
→
掛
金
納
入
日
の
翌
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

申
込
方
法

　

加
入
申
込
書
兼
納
付
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
掛
金
を

添
え
て
出
納
室（
本
庁
及
び
各
総

合
支
所
、
出
張
所
）に
申
し
込
み

介 護 支 援
専　門　員

社会福祉士

介護支援専門員

社会福祉士

特に資格を必要と
しない

調理師資格者が
望ましい

包括支援センター
（武蔵町）

包括支援センター
（武蔵町）

小、中学校

国東市民病院

学校校務員

調　理　員

職　　種 応募資格 勤務場所



2・3月の休日在宅当番医

2・3月の休日歯科当番医

2月15日

2月22日

3月1日

3月8日

 病　院　名 所在地 電話番号

月 日  病　院　名 所在地 電話番号

国東町鶴川

国東町綱井

国東町北江

安岐町下原

国見町伊美

武蔵町古市

国東町安国寺

国東町小原

福永胃腸科外科医院

あさひクリニック

国東中央クリニック

メープル尽クリニック

国見病院

松原医院

橋永医院

あおぞら病院

月 日

72-3001

72-0365

73-2200

67-2800

82-1251

68-0010

72-1158

72-0455

2月15日

2月22日

3月1日

3月8日

岐部歯科医院

さいとう歯科医院

なかよし歯科医院

川野歯科医院

国見町伊美　　

安岐町塩屋

武蔵町古市　　

武蔵町古市

82-0078

67-2980

68-0118

68-1574

※休日当番医は変更になることがありますので、電話
でご確認のうえ受診してください。
　国東市民病院（安岐町下原　67－1211）・あおぞら
病院（国東町小原　72-0455）は救急指定病院で
すので、休日・夜間でも急患を受け付けています。

��

く
だ
さ
い
。（
領
収
書
は
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。）

総
務
課
防
災
行
政
係

０
９
７
８

－

７
２

－

１
１
１
１

国
見
総
合
支
所
地
域
総
務
課

０
９
７
８

－

８
２

－

１
１
１
１

武
蔵
総
合
支
所
地
域
総
務
課

０
９
７
８

－

６
８

－

１
１
１
１

安
岐
総
合
支
所
地
域
総
務
課

０
９
７
８

－

６
７

－

１
１
１
１

 

ハ
イ
テ
ク
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

 

向
陽
台

 

宅
地
好
評
分
譲
中
！

モ
デ
ル
住
宅
販
売
価
格

２
、４
７
３
万
円

宅
地　

販
売
価
格
４
９
７
万

円
～
９
１
８
万
円　

※
坪
単
価

５
万
９
千
円
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

価
格
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

区
画
面
積

２
６
２
・
５
６
㎡（
７
９
・
４
２
坪
）～

４
０
５
．２
６
㎡（
１
２
２
・
５
９
坪
）

申
込
受
付

　

物
件
は
先
着
順
受
付
で
す
の

で
、
販
売
済
み
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

大
分
県
住
宅
供
給
公
社

　

向
陽
台
販
売
事
務
所

０
９
７
８

－
６
８

－

０
８
８
６

（
土
・
日
も
受
付
・
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.oita-jkk.jp

講
座

 

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

 

お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

２
月
28
日

（土）

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

０
９
７

－

５
４
９

－

６
６
１
２

 

相
談

 

行
政
相
談

日
時　

３
月
11
日

（水）　

午
前
10
時
～
正
午

場
所

国
見
町

み
ん
な
ん
か
ん　

第
２
学
習
室

安
岐
町

安
岐
総
合
支
所　

２
０
７
号
室

大
分
行
政
評
価
事
務
所

０
９
７

－

５
３
２

－

３
７
１
５

総
務
課
行
政
係

０
９
７
８

－

７
２

－

１
１
１
１

　

内
線
２
１
１

 

２
月
は「
相
続
登
記
は

 

お
済
み
で
す
か
」月
間
で
す

 

大
分
県
司
法
書
士
会

 

無
料
相
談

日
時　

２
月
１
日

（日）
～
28
日

（土）

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

場
所　

各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
内
容

　

遺
言
、
相
続
に
ま
つ
わ
る
問

題
と
登
録
手
続
き

相
談
料　

無
料

大
分
県
司
法
書
士
会
事
務
局

０
９
７

－

５
３
２

－

７
５
７
９

求
人
情
報

 

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

 

従
業
員
を
募
集
中
で
す
。

◆
Ｊ
Ａ
大
分
く
に
さ
き
地
域
本
部

（
総
合
職
）◆
む
さ
し
整
形
外
科
医

院（
事
務
・
秘
書
、
パ
ソ
コ
ン
入
力

業
務
）◆
か
ら
揚
げ
専
門
店
と
り
あ

ん（
調
理
・
販
売
等
）◆
筑
豊
ラ
ー
メ

ン
山
小
屋（
事
務
及
び
店
内
業
務
）

◆
㈱
中
九
州
ク
ボ
タ（
営
業
）◆
国

東
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク（
介
護
支
援
専

門
員
・
看
護
師
、
送
迎
運
転
手
）◆

九
豊
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱（
測
量
技

師
）◆
㈲
モ
リ
ミ
ツ
薬
局（
管
理
薬
剤

師
）◆
㈱
サ
ン
ク
ロ
ー
バ
国
見
工
場

（
肌
着
製
造
附
属
・
生
産
事
務
）◆
西

日
本
三
菱
農
機
販
売
㈱（
営
業
技
術

職
）◆
㈲
イ
チ
カ
ワ
物
産（
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
ス
タ
ッ
フ
）◆
日
本
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ー
㈱（
惣
菜
の
調
理
及
び

店
舗
管
理
）◆
㈱
ナ
カ
ハ
シ（
木
製
品

製
造
工
）◆
杵
築
電
気
工
事
㈱（
電

気
工
事
施
工
者
、
電
気
工
事
施
工
管

理
者
）◆
ム
サ
シ
タ
ク
シ
ー
㈱（
タ
ク

シ
ー
運
転
手
）◆
山
口
水
道
工
業
㈱

（
水
道
配
管
工
）◆
木
戸
産
業
㈱（
住

宅
営
業
）◆
大
分
キ
ヤ
ノ
ン
㈱（

（障）

製
造
ス
タ
ッ
フ
）◆
㈲
西
部
ガ
ー
ド

シ
ス
テ
ム（
警
備
員
）◆
栗
林
興
業

（
作
業
員
）◆
㈲
エ
ム
ア
ー
ル
エ
ー

（
営
業
）◆
㈱
大
分
空
港
メ
ン
テ
ナ
ン

ス（
機
側
業
務
）

　

以
上
の
求
人
は
１
月
26
日
現

在
の
国
東
市
関
係
の
一
部
で
す
。

他
に
も
多
く
の
求
人
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
直
接

相
談
室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

別
府
公
共
職
業
安
定
所

　

国
東
地
域
職
業
相
談
室

０
９
７
８

－

７
２

－

０
９
５
２



�� �009.�



２
０
０
９
年
2
月
号

編
集
・
国
東
市
役
所
企
画
部
企
画
課

（　

０
９
７
８　

１
１
１
１
・
F
A
X
０
９
７
８　

１
８
２
２
）  

印
刷
・
㈱
プ
リ
メ
デ
ィ
ア

国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w

e
b
.c
ity.k

u
n
is
a
k
i.o
ita
.jp

72

72

市
報

KU
N

ISA
KI

No.35

作 ロナウジーニョ太郎 No.35
　
「
釈
迦
如
来
坐
像
」は
、国
東
町
鶴
川
の
桜
八

幡
社
か
ら
南
に
の
び
る
参
道
に
面
し
て
い
る
興

導
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、国
東
半
島
一
帯
を
治
め
て
い
た
田
原

親
述（
７
代
）が
、武
運
長
久
・
一
家
繁
栄
・
諸
事
安

穏
を
願
い
文
亀
元
年（
１
５
０
１
年
）に
奉
納
し

た
も
の
で
す
。

　

木
造
、檜
材
、総
高
１
・
０
３
メ
ー
ト
ル
、頭
部

内
・
体
内
を
内
刳
り
さ
れ
て
い
ま
す
。面
相
は
、

額
に
大
き
な
白
ご
う
を
有
し
、三
日
月
眉
、伏
し

目
が
ち
細
い
玉
眼
、納
衣
は
通
肩
で
、手
は
中
品

下
生
の
阿
弥
陀
の
印
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

虫
食
い
等
の
老
朽
化
に
よ
り
平
成
19
年
11
月

か
ら
福
岡
県
の
仏
師
に
修
理
を
依
頼
し
て
い
た

も
の
が
昨
年
12
月
に
完
了
し
、現
在
、興
導
寺
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
東
町
鶴
川　

興
導
寺 

「
釈
迦
如
来
坐
像
」  

市
指
定
有
形
文
化
財

こ
う
ど
う
じ

し
ゃ
か   

に
ょ
ら
い  

ざ
ぞ
う

◆定額給付金の給付をよそおった「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください

　国において決定された「定額給付金」については、具体的な給付の時期等
が決まり次第、速やかに広報いたします。

※「定額給付金」に関して、市区町村や総務省などがATM（銀行・コンビニなどの
現金自動預払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。

　ご自宅や職場などに市区町村や総務省（の職員）などをかたった電話がかかって
きたり、郵便が届いたら、迷わず、市役所や国東警察署（または警察相談電話（♯
9110））にご連絡ください。 問い合わせ　プロジェクト推進室　　0978－72－5161

!

ち
か 

の
ぶ

お
い
、

き
み…

な
っ
、

な
に…

？

あ
っ
、

こ
っ
ち

も
！

い
、い
、

　

一
巻
の

　
終
わ
り

　

か
い…

お
い
、

き
み
！

さ
っ
き
か
ら

呼
ば
れ

　

て
る
よ

早
く

行
き
な
さ
い
。

お
ま
か
せ
く
ん

順
番
よ
。

そ
う
か

お
医
者

だ
っ
た

の
ね

お
い
っ
、

お
ま
え
！

も
っ…

も
し
か
し
て

不
審
者…

こ
え
え
な
ぁ… ！？
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